
 

 

令 和 4 年 3 月 1 7 日 

東京二十三区清掃一部事務組合 

 

 

中防処理施設委託業務における労働災害死亡事故の再発防止策について 

 

 

令和 3年 9月 9日（木）に発生した中防処理施設委託業務における労働災害死亡事

故について、当組合では産業医も委員になっている一組安全衛生委員会の下、公務・

労働災害発生防止調査会を立ち上げて再発防止策を検討してまいりました。 

今般、再発防止策がまとまりましたので、下記のとおりご報告いたします。 

 

 

記 

 

 

１ 原   因 

受託業者の再委託先作業員が、皮革ごみ処理機が閉塞した際、操作盤で破砕ロー

ターを停止させないまま処理機上部で作業を行い、処理機の投入ホッパに転落した。 

 

 

２ 再発防止策 

(１) ハード面（別紙１） 

当組合から安全性向上に向けた改造を指示し、受託業者が実施したもので、労働

基準監督署に報告し、機械の使用は許可されている。 

 

① 破砕処理中は操作盤から処理機上部に昇ることがないように、梯子に鍵付きの

カバーを設置し、エンジンを切って外した鍵がないとカバーが開かないように

した。 

② 転落防止のため、処理機上部に柵を設置した。 

③ 投入ホッパ内部の状況把握のため、操作盤から見える位置へミラーを増設した。 

④ 非常停止ボタンで破砕ローターだけでなくエンジンも停止するように改造した。 

 

(２) ソフト面（別紙２） 

運用面での安全対策を受託業者に指示し、実証確認させるとともに、発注者と

しても関与を深める内容を盛り込んだ。 

 

① 閉塞が発生しないように皮革ごみを４種類に分類し、処理機での処理が効率的

である種類のみを処理することにした。 
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② 上記に加えて一度に投入する量を減らし、型抜き後のロール状の皮革ごみは結

んである紐を切断するなどの前処理を行い、処理機に大きな負荷がかからない

ようにした。 

③ 処理機が閉塞した場合の対応は非定常作業とし、当組合の職員も立会うことと

した。 

④ 作業手順書を改訂するとともに安全教育を毎月実施することを明確にした。 

⑤ 受託業者によるパトロールを毎日実施するだけでなく、当組合の職員によるパ

トロールも毎週実施することとした。 

 

 

３ 皮革ごみ処理の再開 

令和４年１月１９日から処理を再開。 
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  　操作盤    操作盤反対側側面

再発防止対策前の処理状況

 　　再発防止策（ハード面）

②上部に柵の設置③ミラーの増設

非常停止ボタン

対策後

対策前

別紙１

④非常停止ボタンの改造 ①梯子にカバーを設置（カバーを開くにはエンジンの鍵が必要）

破砕ローターの操作盤

キャタピラーの運転台

3



再発防止策（ソフト面）

①ロール状の

皮革

②型抜き後の

皮革

③型抜き後の

ロール状の皮革

④その他（靴やブーツ、

切れ端）

はさみによる

前処理

（紐の切断）

重機による

前処理

粗大施設へ

搬出

他の粗大ごみ

と本破砕機で

混合処理

皮革処理機で

混合処理

清掃工場へ搬出

4つに分類

清掃工場の搬入

基準に適合して

いるため、処理

機に投入せず清

掃工場へ搬出

別紙２

皮革ごみ

今後の皮革処理機使用範囲
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